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・選択した技の行い方や技の組合
せ方について，合理的な動きと自
己や仲間の動きを比較して，成果
や改善すべきポイントとその理由
を仲間に伝えている。
・自己や仲間の技術的な課題やそ
の課題解決に有効な練習方法の
選択について，自己の考えを伝え
ている。
・選択した技に必要な準備運動や
自己が取り組む補助運動を選んで
いる。
・健康や安全を確保するために，
体調や環境に応じた適切な練習方
法等について振り返っている。
・仲間やグループで分担した役割
に関する成果や改善すべきポイン
トについて自己の活動を振り返っ
ている。
・体力や技能の程度，性別等の違
いに配慮して，仲間とともに器械運
動を楽しむための活動の方法や修
正の仕方を見付けている。
・器械運動の学習成果を踏まえ
て，自己に適した「する，みる，支え

・器械運動の学習に自主的に
取り組もうとしている。
・自己の状況にかかわらず，互
いに讃え合おうとしている。
・仲間に課題を伝え合ったり補
助し合ったりして，互いに助け
合い教え合おうとしている。
・一人一人の違いに応じた課題
や挑戦を大切にしようとしてい
る。
・健康・安全を確保している。

器械運動 次の運動について，技ができる楽
しさや喜びを味わい，器械運動の
特性や成り立ち，技の名称や行い
方，その運動に関連して高まる体
力などを理解するとともに，技をよ
りよく行うこと。
ア　マット運動では，回転系や巧技
系の基本的な技を滑らかに行うこ
と，条件を変えた技や発展技を行
うこと及びそれらを組み合わせるこ
と。
イ　鉄棒運動では，支持系や懸垂
系の基本的な技を滑らかに行うこ
と，条件を変えた技や発展技を行
うこと及びそれらを組み合わせるこ
と。
ウ　平均台運動では，体操系やバ
ランス系の基本的な技を滑らかに
行うこと，条件を変えた技や発展
技を行うこと及びそれらを組み合
わせること。
エ　跳び箱運動では，切り返し系や
回転系の基本的な技を滑らかに行
うこと，条件を変えた技や発展技を
行うこと。

○知識
・技の行い方は技の課題を解
決するための合理的な動き方
のポイントがあり，同じ系統の
技には共通性があることについ
て，言ったり書き出したりしてい
る。
・自己の動きや仲間の動き方を
分析するには，自己観察と他者
観察などの方法があることにつ
いて，言ったり書き出したりして
いる。
・技と関連させた補助運動や部
分練習を取り入れることによ
り，結果として体力を高めること
ができることについて，言ったり
書き出したりしている。
・発表会や競技会の行い方が
あり，発表会での評価方法，競
技会での競技方法や採点方
法，運営の仕方などがあること
について，言ったり書き出したり
している。

保健体育 全学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度


